
今外来で多い病気 ② 
みずいぼ（伝染性軟属腫） 

 
 

・ 夏場に多い皮膚の感染症です。まん中に小さなくぼみのあるいぼが、

からだのあちこちにできます。ウィルスによっておこる病気です。 

 

・  手でいぼのところをかいて、その手で別の部分をさわるとそこに新し

いいぼができます。 

 

・ 半年から１年ぐらいで自然に治りますが、ピンセットでいぼの中身をつ

ぶして治療します。なお治療したあとやかき傷にとびひができることが

あります。 

 

・ プールでの感染はビート板やタオルの共用によるものが多いといわれ

ています。プールの可否は保育園や幼稚園からの指示に従いましょ

う。 


